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事事業業報報告告

２２００２２３３年年度度（（令令和和５５年年度度）） 事事 業業 報報 告告

１１．．２２００２２３３年年度度のの事事業業・・活活動動のの総総括括とと対対処処すすべべきき課課題題

１１．．１１ 事事業業・・活活動動のの総総括括

新新型型ココロロナナ感感染染はは 年年 月月かからら第第 類類にに移移行行さされれままししたた。。そそれれ以以降降、、日日本本経経済済もも徐徐々々にに回回

復復傾傾向向ににあありりまますすがが、、ココロロナナ前前ままででににはは達達ししてていいまませせんん。。

ままたた、、ロロシシアアにによよるるウウククラライイナナ侵侵攻攻のの影影響響がが大大ききくく影影をを落落ととししてておおりり、、いいままだだにに戦戦争争（（侵侵攻攻））

がが終終結結ししてていいなないい状状態態でですす。。

少少ししででもも経経済済をを回回すすたためめにに、、国国やや地地方方自自治治体体ががいいろろいいろろなな施施策策をを講講じじててききままししたた。。

静静岡岡県県内内ををみみるるとと、、西西部部はは輸輸送送機機器器ののメメーーカカーーがが多多いいたためめ、、半半導導体体関関連連部部品品のの入入手手難難やや原原材材料料

調調達達のの調調達達難難でで減減産産をを強強いいらられれてていいるる企企業業がが多多くくあありりままししたた。。中中部部はは飲飲食食店店ややササーービビスス業業がが多多いい

ののでですすがが、、ココロロナナ環環境境のの生生活活がが習習慣慣化化さされれ、、宴宴会会やや外外食食がが大大幅幅にに減減少少ししててししままいいままししたた。。イインンババ

ウウンンドド客客がが増増ええるるににししたたががっってて、、少少ししずずつつ活活況況がが戻戻っっててききつつつつあありりまますす。。

東東部部はは観観光光業業でで成成りり立立っってていいるる事事業業者者がが多多くく、、ココロロナナのの影影響響をを大大ききくく受受けけたた業業界界でですす。。旅旅館館ややホホ

テテルルででははココロロナナ対対策策もも進進んんででいいまますすがが、、ココロロナナ前前にに比比べべ日日本本人人のの観観光光客客はは減減少少しし、、イインンババウウンンドド

客客がが頼頼りりととななっってていいまますす。。

ここののよよううなな経経済済環環境境変変化化のの中中でで、、当当県県協協会会はは下下記記ののよよううなな事事業業をを展展開開ししててききままししたた。。

（（１１））静静岡岡県県ととのの連連携携強強化化

ＢＢＣＣＰＰ事事業業でではは自自然然災災害害ややココロロナナ感感染染ののリリススククをを最最小小限限にに抑抑ええるるたためめにに、、ＢＢＣＣＰＰ（（事事業業継継続続

計計画画））のの個個別別相相談談会会やや訪訪問問事事業業をを実実施施ししままししたた。。特特にに製製造造業業者者ややササーービビススののみみななららずず介介護護関関

係係事事業業者者もも参参加加ししてていいたただだきき、、好好評評をを得得ままししたた。。

（（２２））商商工工会会議議所所ととのの連連携携強強化化

浜浜松松商商工工会会議議所所及及びび静静岡岡商商工工会会議議所所とと新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対応応ののたためめのの事事業業環環境境変変化化

対対応応支支援援事事業業のの一一環環でで相相談談員員のの派派遣遣をを行行いいままししたた。。

大大変変好好評評でで 年年 月月時時点点ででもも継継続続ししてていいまますす。。

（（３３））一一般般社社団団法法人人中中小小企企業業診診断断協協会会（（本本部部））ととのの連連携携

本本部部事事業業のの「「ププロロボボノノ実実証証実実験験事事業業」」でではは西西部部のの事事業業者者（（アアパパレレルル販販売売））のの販販売売促促進進改改善善にに

取取りり組組んんでで提提案案をを行行いい、、事事業業者者のの好好評評をを得得ままししたた。。

ままたた中中部部でではは製製造造業業（（輸輸送送機機器器用用ゴゴムム部部品品））のの生生産産性性向向上上のの支支援援をを行行いい、、事事業業者者かからら喜喜ばばれれ

ままししたた。。
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（（４４））人人財財育育成成

①①事事業業再再生生をを担担ううここととががででききるる人人材材育育成成

事事業業再再生生をを担担ううここととががででききるる人人財財育育成成ののたためめにに、、トトレレーーナナーー・・トトレレーーニニーー育育成成事事業業をを通通じじ

てて、、２２件件のの４４００５５事事業業及及びび１１件件のの静静岡岡県県信信用用保保証証協協会会ででのの経経営営改改善善計計画画のの作作成成をを実実施施ししまましし

たた。。ままたた、、事事業業再再生生にに必必要要ととななるる「「伴伴走走支支援援」」ののススキキルルをを学学ぶぶたためめにに、、伴伴走走支支援援実実務務セセミミナナ

ーーをを企企画画・・計計画画・・実実施施ししままししたた。。セセミミナナーーににはは、、中中小小企企業業診診断断士士協協会会のの会会員員及及びび県県内内のの認認定定

支支援援機機関関かからら述述べべ 名名にに参参加加頂頂ききままししたた。。

②②ススキキルルアアッッププ研研修修

「「ススキキルルアアッッププ研研修修」」はは、、次次ののよよううなな研研修修をを行行いいままししたた。。

・・「「中中小小企企業業組組合合のの必必要要性性とと事事業業連連携携ににつついいてて」」

・・「「経経営営者者保保証証解解除除のの最最新新動動向向とと再再チチャャレレンンジジ支支援援」」

・・「「経経営営ココンンササルルタタンントトののたためめのの 入入門門講講座座」」

③③研研究究会会のの活活動動

会会員員のの研研修修及及びび研研鑽鑽にに取取りり組組んんでで、、多多数数のの参参加加をを得得ままししたた。。

年年度度はは のの研研究究会会（（ 研研究究会会はは休休止止））ががあありり、、有有効効開開催催回回数数はは 回回でで各各研研究究会会とと活活発発

なな活活動動をを行行っってていいまますす。。

（（５５））会会員員向向けけ情情報報発発信信

会会員員向向けけのの各各種種情情報報提提供供ととししててはは、、一一斉斉メメーールル配配信信、、及及びびホホーームムペペーージジへへのの掲掲載載をを随随時時

実実施施ししままししたた。。

（（６６））各各中中小小企企業業支支援援機機関関、、信信用用保保証証協協会会、、金金融融機機関関、、静静岡岡県県、、市市等等のの連連携携

①①各各関関連連団団体体のの会会議議ややセセミミナナーーにに出出席席しし、、各各支支援援機機関関やや金金融融機機関関やや行行政政機機関関等等のの連連携携をを図図りり

ままししたた。。

②②静静岡岡県県生生活活衛衛生生営営業業指指導導セセンンタターーにに相相談談員員派派遣遣事事業業をを実実施施ししままししたた。。

③③今今年年度度かからら、、 パパレレッットトふふじじでで企企業業内内診診断断士士やや新新人人ププロロココンン向向けけにに相相談談員員ををススタターートトささ

せせままししたた。。事事業業者者にに対対しし、、複複数数人人でで対対応応すするるたためめ、、相相談談員員ととししててののテテククニニッックク等等習習得得でできき

たたももののとと思思わわれれまますす。。

１１．．２２ 対対処処すすべべきき課課題題

新新型型ココロロナナがが 類類（（ 年年 月月））にに移移行行さされれたたととはは言言ええ、、完完全全にに収収束束ししてていいなないいたためめ仕仕事事のの

ややりり方方がが大大ききくく変変化化ししままししたた。。対対面面活活動動もも戻戻りりつつつつあありりまますすがが、、時時間間のの節節約約やや交交通通費費削削減減ののたためめ

ににオオンンラライインン（（リリモモーートト））会会議議がが、、併併存存ししてていいるるよよううににななりりままししたた。。

ここののよよううなな状状況況下下でで、、 年年度度のの大大規規模模なな予予算算がが成成立立ししままししたた。。経経済済復復活活のの支支援援策策がが多多くくのの
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業業界界でで求求めめらられれてていいまますす。。経経営営ををササポポーートトすするる中中小小企企業業診診断断士士ににととっっててはは、、各各企企業業やや事事業業体体にに下下

記記のの課課題題をを解解決決すするる大大ききななチチャャンンススととななりりええまますす。。

①①政政府府のの施施策策をを効効果果的的にに活活用用ししたた、、企企業業やや事事業業体体へへのの提提案案及及びび支支援援

②②フフォォロロ－－アアッッププもも含含めめたた伴伴走走型型のの支支援援

③③経経済済団団体体、、金金融融機機関関、、行行政政、、そそのの他他中中小小企企業業支支援援者者ととのの緊緊密密連連携携にによよるる支支援援

④④会会員員のの質質的的向向上上とと会会員員のの満満足足度度向向上上

⑤⑤中中小小企企業業診診断断士士のの認認知知度度向向上上

１１．．３３ 今今後後のの方方向向性性

年年度度はは、、新新型型ココロロナナとと共共存存のの時時代代にに突突入入ししままししたた。。ココロロナナがが落落ちち着着ききイインンババウウンンドド客客もも

たたくくささんん押押しし寄寄せせてていいまますす。。

ししかかもも観観光光地地をを巡巡るる旅旅かからら、、個個人人のの趣趣味味やや特特技技にに関関すするる訪訪問問客客がが増増ええててききてていいまますす。。つつままりり目目

的的をを持持っったた観観光光でですす。。すするるとと地地域域にに来来ててももららううににはは、、そそれれぞぞれれのの地地域域のの特特産産物物やや観観光光資資源源ででああるる

賑賑わわいいがが求求めめらられれまますす。。最最近近、、高高校校生生やや専専門門学学校校やや大大学学生生とと地地域域ののココララボボしし、、新新ししいい発発想想ののアアイイ

デデアアががででててききてていいまますす。。従従来来にになないい商商品品ややササーービビススもも紹紹介介さされれてていいまますす。。

我我々々、、中中小小企企業業診診断断士士ににととっっててもも、、新新ししいい風風をを読読みみ、、若若いい知知恵恵ととココララボボししてて企企業業やや地地域域ととのの一一

体体感感でで新新ししいいモモノノをを生生みみ出出すすここととがが今今後後必必要要ににななっっててくくるるとと思思わわれれまますす。。

そそれれににはは、、各各中中小小企企業業診診断断士士はは、、たたくくささんんのの引引きき出出ししをを持持つつここととがが求求めめらられれるる時時代代ににななっっててきき

たたとといいええるるででししょょうう。。

新新ししいい施施策策をを提提案案しし、、指指導導ややフフォォロローーアアッッププししてていいくくここととがが大大切切とと思思わわれれまますす。。

ここののたためめ、、アアンンテテナナをを高高くく張張っってて、、世世界界のの動動向向をを見見据据ええななががらら臨臨機機応応変変にに対対策策をを提提案案ししてていいくく

必必要要ががあありりまますす。。つつままりり「「業業態態変変化化」」、、「「ＤＤＸＸ化化」」、、「「脱脱炭炭素素化化」」、、「「働働きき方方改改革革」」、、「「新新商商品品開開発発」」、、

「「売売りり方方のの変変革革」」、、「「ググロローーババルル展展開開」」等等がが求求めめらられれてていいまますす。。

ここれれららのの急急激激なな経経営営環環境境変変化化にに中中小小企企業業やや小小規規模模事事業業者者がが取取りり残残さされれなないいたためめにに我我々々中中小小企企業業

診診断断士士ととししてて、、適適切切なな助助言言ややササポポーートトがが非非常常にに大大切切ににななっっててききまますす。。

ここののたためめ、、中中小小企企業業診診断断士士ととししてて幅幅のの広広いい専専門門性性ををももっってて、、各各企企業業、、行行政政機機関関、、関関係係団団体体機機関関等等

にに情情報報をを発発信信・・提提案案ししてていいくくここととがが要要求求さされれてていいまますす。。

つつききままししててはは、、会会員員皆皆様様のの一一層層ののごご理理解解ととごご協協力力ををおお願願いい致致ししまますす。。
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２２．．２２００２２３３年年度度（（令令和和５５年年度度））にに実実施施ししたた具具体体的的事事業業

２２．．１１ 会会 員員 関関 係係

（（１１）） 年年度度会会員員異異動動（（敬敬称称略略、、 音音順順））

年年度度期期末末 名名

入入会会：：伊伊藤藤寿寿英英 大大石石幸幸輝輝 大大槻槻頼頼克克 紅紅林林慶慶太太 近近藤藤成成彦彦 笹笹間間崇崇久久 清清水水将将友友 高高橋橋

祐祐貴貴 西西島島佳佳祐祐 乗乗松松寿寿 早早川川英英寿寿 松松井井俊俊樹樹 水水島島大大統統 矢矢野野陽陽介介 和和久久田田忠忠寿寿

名名））

転転入入：：ななしし

転転出出：： 名名

退退会会：： 名名（（健健康康上上、、業業務務多多忙忙ななどどのの理理由由））

休休会会：：ななしし（（海海外外勤勤務務ななどどのの理理由由））

年年度度末末 名名 （（他他にに休休会会者者 名名））

（（２２））資資格格更更新新支支援援

年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日付付けけ更更新新者者のの申申請請書書類類のの受受付付をを行行いい、、申申請請書書類類のの内内容容

をを確確認認しし、、中中小小企企業業庁庁にに送送付付ししたた（（該該当当者者 名名、、ううちち当当協協会会経経由由でで申申請請手手続続者者 名名））。。

（（３３））診診断断士士賠賠償償保保険険集集団団加加入入

名名集集団団加加入入ししたた。。

（（４４））ココンンププラライイアアンンスス規規程程のの周周知知徹徹底底

ココンンププラライイアアンンススのの周周知知徹徹底底ののたためめ、、ＨＨＰＰででのの掲掲載載及及びび新新規規会会員員加加入入者者にに対対ししててはは入入会会時時

にに宣宣言言ををししててももららううよよううににししてていいるる。。

２２．．２２ 公公 益益 事事 業業

（（１１））一一般般社社団団法法人人中中小小企企業業診診断断協協会会（（本本部部））ととのの連連携携

１１）） 人人当当たたりりのの会会費費のの内内、、 人人ままでではは 円円、、 人人以以上上はは 円円をを本本部部会会費費とと

ししてて納納付付ししたた。。

２２）） 年年 月月 日日南南関関東東ブブロロッックク会会議議（（幹幹事事会会：：神神奈奈川川県県会会））にに鈴鈴木木会会長長及及びび下下田田副副

会会長長兼兼専専務務理理事事がが出出席席、、ココロロナナ感感染染第第５５類類移移行行ででのの事事業業推推進進ややイインンボボイイスス導導入入等等ななどどにに

つついいてて、、情情報報・・意意見見交交換換をを行行っったた。。

３３））診診断断士士手手帳帳、、名名刺刺のの台台紙紙をを本本部部かからら買買取取りり、、手手帳帳はは全全会会員員、、台台紙紙はは新新入入会会員員にに配配布布ししたた。。
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（（２２））研研 修修 事事 業業

１１））会会員員向向けけススキキルルアアッッププ研研修修

①① 第第１１回回総総会会後後研研修修

・・開開催催日日時時 ：： 年年 月月 日日（（土土））総総会会後後 ～～

・・開開催催場場所所、、方方法法 ：：ペペガガササーートト会会議議室室ででのの対対面面とと

・・講講師師・・内内容容 ：：静静岡岡県県中中小小企企業業団団体体中中央央会会 経経営営支支援援部部 主主幹幹・・チチーーフフ 大大長長航航氏氏

「「中中小小企企業業組組合合のの必必要要性性とと事事業業連連携携ににつついいてて」」

・・参参加加者者 名名 （（アアンンケケーートト結結果果はは大大変変満満足足がが多多かかっったた））

②② 第第２２回回研研修修

・・開開催催日日時時 ：： 年年 月月 日日（（土土）） ～～

・・開開催催場場所所、、方方法法 ：：ペペガガササーートト会会議議室室ででのの対対面面とと

・・講講師師・・内内容容 ：：静静岡岡県県中中小小企企業業活活性性化化協協議議会会 統統括括責責任任者者 佐佐藤藤嘉嘉洋洋氏氏

「「経経営営者者保保証証解解除除のの最最新新動動向向とと再再チチャャレレンンジジ支支援援」」

・・参参加加者者 名名 （（アアンンケケーートトででははやややや満満足足がが多多かかっったた））

③③ 第第３３回回研研修修

・・開開催催日日時時 ：： 年年 月月 日日（（土土）） ～～

・・開開催催場場所所、、方方法法 ：：ペペガガササーートト会会議議室室ででのの対対面面とと

・・講講師師・・内内容容 ：：（（株株））ララーーニニンンググラライイトト 代代表表取取締締役役 中中村村俊俊也也氏氏

「「経経営営ココンンササルルタタンントトののたためめのの 入入門門講講座座」」

・・参参加加者者 名名 （（参参加加者者もも多多くく、、アアンンケケーートトでではは満満足足度度がが非非常常にに高高かかっったた））

２２））実実務務ポポイインントト研研修修

診診断断ススキキルルアアッッププとと実実務務ポポイインントト取取得得ののたためめ、、診診断断実実習習ととししてて ココーースス（（６６日日間間））をを県県東東

部部ののササーービビスス業業でで実実施施。。

企企業業先先おおよよびび公公的的施施設設会会議議室室ににてて、、計計６６日日ににわわたたりり診診断断・・報報告告会会をを行行っったた。。

参参加加者者はは会会員員 名名（（非非会会員員のの参参加加ははななかかっったた））。。

講講師師はは会会員員ププロロココンン診診断断士士１１名名でで実実施施ししたた。。

３３））企企業業内内診診断断士士研研修修会会・・交交流流会会

・・開開催催日日時時 年年 月月 日日（（土土）） ～～ ：：

・・開開催催方方法法 ビビネネスストト７７ＦＦ 演演習習室室

・・講講演演テテーーママ 「「経経営営デデザザイインンシシーートト活活用用講講座座」」

・・講講 師師 中中小小企企業業基基盤盤整整備備機機構構 道道家家睦睦明明氏氏

・・参参加加 名名 （（久久ししぶぶりりのの対対面面講講演演ででおおおおむむねね好好評評ででああっったた））
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４４））ププロロボボノノ活活動動

ププロロボボノノ実実証証実実験験事事業業ととししてて、、診診断断協協会会本本部部のの事事業業でで企企業業内内診診断断士士にに対対すするる診診断断のの機機会会をを

提提供供すするるたためめにに１１ググルルーーププにに３３日日間間のの診診断断実実習習をを実実施施。。

①①西西部部地地区区ググルルーーププはは、、浜浜松松商商工工会会議議所所のの紹紹介介ででアアパパレレルル業業をを受受講講者者 名名、、講講師師 名名ににてて

実実施施ししたた。。事事業業費費はは本本部部かからら指指導導員員のの謝謝金金及及びび事事業業評評価価委委員員会会のの経経費費、、交交通通費費等等でで計計

円円でで本本部部かからら交交付付さされれたた。。

②②中中部部地地区区ググルルーーププはは、、静静岡岡商商工工会会議議所所のの紹紹介介ででゴゴムム製製造造業業をを受受講講者者 名名、、講講師師 名名ににてて

実実施施ししたた。。事事業業費費はは本本部部かからら指指導導員員のの謝謝金金及及びび事事業業評評価価委委員員会会のの経経費費、、交交通通費費等等でで計計

円円がが本本部部かからら交交付付さされれたた。。

ままたた上上記記のの事事業業評評価価委委員員会会はは西西部部及及びび中中部部のの案案件件をを同同時時にに開開催催ししたた。。

５５））研研究究会会活活動動（（詳詳細細はは後後述述のの研研究究会会別別報報告告書書参参照照））

中中小小企企診診断断士士のの自自己己研研鑽鑽ののたためめ、、研研究究・・情情報報意意見見交交換換・・交交流流そそのの他他実実践践活活動動等等のの場場ででああるる

研研究究会会活活動動でで、、当当協協会会のの規規程程にに従従っってて実実施施ししたたももののにに対対ししてて、、所所定定のの助助成成金金をを支支給給ししたた。。

・・対対象象研研究究会会：： 研研究究会会

・・助助成成対対象象回回数数：： 回回

研究会名 代表者 年度有効開催回数

研究会 岩﨑 正幸 回

カーボンフリー研究会 鈴木 宣二 回

マネジメント研究会 柴田 巧 回

海外事業展開研究会 松島 寛 回

企業内診断士経営研究会 鈴木 篤史 回

経営革新研究会 小杉 俊雄 回

経営戦略研究会 柴山 幸司 回

再生支援研究会 小楠 貴宏 回

補助金研究会 大石 育三 回

商業まちづくり研究会 三宅 倫代 回

農業経営研究会 大石 育三 回

合計 回

（（３３））各各中中小小企企業業支支援援組組織織・・団団体体・・金金融融機機関関等等ととのの連連携携やや派派遣遣

１１））静静 岡岡 県県

①①静静岡岡県県のの中中小小企企業業施施策策にに対対すするる支支援援策策のの普普及及にに協協会会及及びび各各会会員員のの活活動動をを通通じじてて協協力力ししたた。。

ななおお、、更更新新研研修修でではは、、静静岡岡県県のの経経済済産産業業部部商商工工業業局局商商工工振振興興課課長長 鈴鈴木木一一志志氏氏及及びび経経営営支支

援援課課長長 平平山山伸伸一一氏氏にによよるる「「新新ししいい中中小小企企業業施施策策ににつついいてて」」ののごご講講義義ををいいたただだきき、、施施策策のの

理理解解をを深深めめたた。。
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２２））静静 岡岡 市市

①①ビビネネスストト窓窓口口相相談談員員

静静岡岡市市中中小小企企業業支支援援セセンンタターーがが毎毎週週月月曜曜日日かからら土土曜曜日日ままでで開開設設ししてていいるる経経営営相相談談ココーーナナーー

にに 名名のの会会員員をを派派遣遣ししてていいるる。。 名名のの任任期期満満了了にに伴伴うう交交代代会会員員診診断断士士のの 名名のの応応募募ががああ

りり、、 名名がが採採用用さされれたた。。

②②静静岡岡市市女女性性活活躍躍推推進進協協議議会会委委員員、、静静岡岡市市女女性性活活躍躍ブブラランンドド認認定定審審査査委委員員

各各会会のの委委員員ととししてて会会議議にに出出席席しし、、事事業業のの推推進進にに協協力力ししたた。。

３３））公公益益財財団団法法人人静静岡岡県県産産業業振振興興財財団団

①①経経営営相相談談ココーーナナーー

公公益益財財団団法法人人静静岡岡県県産産業業振振興興財財団団がが毎毎週週水水曜曜日日にに開開設設ししてていいるる経経営営相相談談ココーーナナーー（（静静岡岡産産

業業経経済済会会館館 ＦＦ））へへ 名名のの会会員員をを派派遣遣ししたた。。

②②専専門門家家派派遣遣事事業業

会会員員にに対対しし、、専専門門家家派派遣遣事事業業へへのの登登録録をを促促進進しし、、事事業業のの効効果果的的遂遂行行にに協協力力ししたた。。

４４））静静岡岡県県中中小小企企業業活活性性化化協協議議会会

静静岡岡県県中中小小企企業業活活性性化化協協議議会会「「第第 回回全全体体会会議議」」（（ 年年 月月 日日））にに出出席席しし、、事事業業内内

容容をを確確認認すするるととももにに、、静静岡岡県県中中小小企企業業診診断断士士協協会会ににおおけけるる再再生生支支援援事事業業のの取取組組ととししてて、、トト

レレーーナナーー・・トトレレーーニニーー制制度度のの紹紹介介をを行行っったた。。

５５））静静岡岡県県事事業業引引継継ぎぎ支支援援セセンンタターー

「「静静岡岡県県事事業業承承継継ネネッットトワワーークク」」のの構構成成員員ととししてて「「静静岡岡県県事事業業承承継継・・引引継継ぎぎ支支援援セセンンタターー」」

活活動動にに協協力力ししたた。。過過去去県県協協会会がが推推薦薦ししたたエエリリアアココーーデディィネネーータターーもも活活躍躍ししてていいるる。。

６６））静静岡岡県県中中小小企企業業団団体体中中央央会会

「「ももののづづくくりり・・商商業業・・ササーービビスス生生産産性性向向上上促促進進補補助助金金」」のの普普及及及及びび審審査査員員ととししてて協協力力ししたた。。

ままたた、、 年年 月月 日日ににししずずぎぎんんホホーールルユユーーフフォォニニアアでで開開催催さされれたた団団体体中中央央会会のの県県大大会会

にに事事務務局局長長がが参参列列ししたた。。

７７））静静岡岡県県商商工工会会連連合合会会

①①小小規規模模企企業業持持続続化化補補助助金金のの普普及及及及びび審審査査員員ととししてて協協力力ししたた。。

②②小小規規模模企企業業ビビジジネネススパパワワーーアアッッププ支支援援事事業業等等、、会会員員にに対対しし専専門門家家ととししててのの登登録録をを促促進進しし、、

事事業業のの効効果果的的遂遂行行にに協協力力ししたた。。

③③各各商商工工会会ででははＢＢＣＣＰＰ個個別別相相談談会会のの会会場場ととししてて、、協協力力いいたただだいいたた。。

８８））金金 融融 機機 関関

信信金金等等主主催催ののビビジジネネスス・・ママッッチチンンググフフェェアア（（経経営営相相談談ココーーナナーー設設置置））がが、、静静岡岡市市ののツツイインン

メメッッセセ静静岡岡でで 年年 月月 日日にに開開催催さされれ、、 名名のの相相談談員員をを派派遣遣ししたた。。

当当協協会会独独自自のの相相談談ブブーーススににてて、、当当協協会会ののＰＰＲＲ・・情情報報交交換換ななどどをを行行っったた。。
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９９））静静岡岡県県専専門門事事業業者者団団体体連連絡絡協協議議会会

静静岡岡県県専専門門事事業業者者団団体体連連絡絡協協議議会会はは構構成成団団体体間間（（中中小小企企業業診診断断士士、、行行政政書書士士、、宅宅地地建建物物取取

引引士士、、土土地地家家屋屋調調査査士士、、社社会会保保険険労労務務士士））のの密密接接なな連連携携にによよりり、、中中小小企企業業をを支支援援すするるこことと

をを通通じじ、、地地域域社社会会のの発発展展並並びびにに公公共共福福祉祉のの増増進進にに貢貢献献しし、、相相互互のの発発展展とと親親睦睦をを図図るるここととをを

目目的的ととししてて、、 年年 月月 日日（（木木））にに協協議議会会がが開開催催さされれたた。。

ままたた、、 年年 月月 日日（（土土））にに「「くくららししのの無無料料相相談談会会」」がが開開催催さされれ、、会会員員 名名のの相相談談

員員がが対対応応ししたたがが、、相相談談ははななかかっったた。。

１１００））公公益益財財団団法法人人静静岡岡県県農農業業振振興興社社

連連携携協協定定をを締締結結ししてていいるる農農業業振振興興公公社社ににはは、、会会員員診診断断士士５５００数数名名がが登登録録さされれてていいるる。。

１１１１））弁弁理理士士会会ととのの情情報報交交換換会会

年年 月月 日日のの日日本本弁弁理理士士会会 東東海海会会 会会長長 村村瀬瀬裕裕昭昭氏氏らら 名名他他 ととのの情情報報交交換換会会にに

参参加加しし、、中中小小企企業業診診断断士士業業務務ををＰＰＲＲししたた。。県県協協会会かからら 名名参参加加しし、、意意見見をを述述べべたた。。

（（４４））広広 報報 事事 業業

１１））広広報報誌誌のの発発行行

「「診診断断士士広広報報ししずずおおかか 号号」」をを 年年 月月 日日発発行行ししたた。。 年年度度のの定定期期総総会会のの開開催催

内内容容やや 年年度度のの全全役役員員及及びび体体制制のの紹紹介介及及びび新新入入会会員員紹紹介介 名名 をを掲掲載載ししたた。。

ままたた、、「「診診断断士士広広報報ししずずおおかか 号号」」をを 年年 月月発発行行ととししてて、、総総会会時時にに配配布布ししたた。。

２２））ホホーームムペペーージジのの管管理理、、充充実実

当当協協会会ににつついいてて広広報報すすべべきき内内容容（（トトピピッッククスス））をを随随時時更更新新ししたた。。協協会会活活動動のの報報告告、、協協会会内内

研研究究会会のの開開催催告告知知とと開開催催報報告告をを掲掲載載ししたた。。入入会会案案内内ののペペーージジやや更更新新研研修修ののネネッットト予予約約方方法法

のの解解説説ななどどもも親親切切でで検検索索ししややすすいい案案内内やや内内容容ににななるるよよううにに見見直直ししたた。。ままたた、、会会員員向向けけペペーー

ジジのの協協会会規規定定をを見見ややすすくくすするるよよううにに全全面面的的にに見見直直ししたた。。

３３））県県協協会会パパンンフフレレッットトのの活活用用

外外部部ととのの接接触触のの際際ののＰＰＲＲツツーールルととししてて活活用用ししたた。。ままたた入入会会希希望望者者ににもも送送付付しし、、当当協協会会のの

概概要要をを知知っってていいたただだくくツツーールルととししたた。。

（（５５））中中小小企企業業診診断断士士のの日日

年年 月月 日日にに中中小小企企業業診診断断士士のの前前身身ととななるる中中小小企企業業診診断断員員制制度度がが発発足足ししたたここととをを

記記念念ししてて 月月 日日はは中中小小企企業業診診断断士士のの日日ととさされれてていいるる。。

今今回回はは、、静静岡岡県県中中小小企企業業診診断断士士のの日日ととししてて 年年 月月 日日（（木木））にに中中小小企企業業診診断断士士フフ

ェェススタタ２２００２２３３ををビビネネスストト小小会会議議でで行行っったた。。

１１つつ目目ののテテーーママはは、、静静岡岡県県立立大大学学経経営営情情報報学学部部 教教授授 落落合合康康裕裕氏氏にによよるる「「伴伴走走型型事事業業
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承承継継とと中中小小企企業業診診断断士士のの役役割割」」ででああるる。。

つつ目目ののテテーーママはは、、フフジジ物物産産株株式式会会社社 代代表表取取締締役役社社長長 山山﨑﨑伊伊佐佐子子氏氏のの「「男男だだかからら、、

女女だだかかららででははななくく、、自自分分だだかかららのの経経営営」」ににつついいててででああっったた。。

ここれれららののテテーーママににつついいてて、、活活発発なな質質疑疑応応答答やや意意見見交交換換ががああっったた。。

（（６６））支支援援事事業業

１１）） パパレレッットトふふじじ（（富富士士市市地地域域産産業業支支援援セセンンタターー））

パパレレッットトふふじじでではは、、富富士士市市のの職職員員やや各各団団体体のの協協力力をを得得てて相相談談事事業業をを開開催催ししてていいるる。。

当当県県協協会会もも東東部部地地区区ににおおいいてて、、企企業業内内診診断断士士及及びび新新人人ププロロココンンののたためめにに相相談談員員のの場場をを提提供供

すするるたためめ、、参参画画ししたた。。

年年 月月かからら 年年 月月ままででのの期期間間、、毎毎月月第第 週週のの金金曜曜日日をを特特設設相相談談日日ととししててＢＢ

パパレレッットトふふじじにに中中小小企企業業診診断断士士をを派派遣遣ししたた。。

相相談談者者のの多多くくはは、、非非常常にに参参考考ににななっったたとといいうう感感想想がが多多かかっったた。。

２２．．３３ 理理論論政政策策更更新新研研修修

静静岡岡会会場場ににてて 回回、、浜浜松松会会場場ににてて 回回、、合合計計 回回開開催催ししたた。。新新型型ココロロナナ感感染染防防止止対対策策をを行行

いい各各会会場場のの定定員員をを 名名ととししたた。。

■■テテーーママ、、講講師師はは全全回回共共通通

・・テテーーママ１１：： 新新ししいい中中小小企企業業施施策策ににつついいてて

講講師師 静静岡岡県県経経済済産産業業部部経経営営支支援援課課長長 平平山山伸伸一一氏氏（（第第 回回、、第第 回回））

講講師師 静静岡岡県県経経済済産産業業部部商商工工振振興興課課長長 鈴鈴木木一一志志氏氏（（第第 回回））

・・テテーーママ２２：： 中中小小企企業業のの事事業業承承継継支支援援

講講師師 ももののづづくくりり次次代代承承継継㈱㈱ 代代表表取取締締役役・・中中小小企企業業診診断断士士 深深見見 剛剛彦彦氏氏

・・テテーーママ３３：： 中中小小企企業業のの伴伴走走支支援援

講講師師 磯磯経経営営支支援援事事務務所所 代代表表 中中小小企企業業診診断断士士 磯磯 裕裕氏氏

【【第第 回回】】 月月 日日（（土土）） 静静岡岡労労政政会会館館 受受講講者者：： 名名

【【第第２２回回】】 月月 日日（（土土）） 静静岡岡労労政政会会館館 受受講講者者：： 名名

【【第第３３回回】】 月月 日日（（土土））アアククトトシシテティィ浜浜松松ココンンググレレススセセンンタターー３３１１会会議議室室 受受講講者者：： 名名

（（合合計計参参加加人人数数 ３３回回計計 名名））

２２．．４４ 収収 益益 事事 業業

（（１１））経経営営革革新新等等支支援援事事業業（（認認定定支支援援機機関関））

経経営営革革新新支支援援機機関関ととししてて「「経経営営改改善善計計画画」」のの策策定定等等をを行行っったた。。

１１））経経営営改改善善計計画画作作成成

①①新新規規計計画画策策定定・・・・・・ 件件 利利用用申申請請件件数数、、トトレレーーナナーー・・トトレレーーニニーー制制度度ででのの実実施施

②②モモニニタタリリンンググ・・・・・・ 社社、、延延べべ 回回
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（（２２））専専門門家家派派遣遣

１１））静静岡岡県県信信用用保保証証協協会会

静静岡岡県県信信用用保保証証協協会会のの経経営営改改善善計計画画策策定定支支援援事事業業にに対対ししてて、、トトレレーーナナーー・・トトレレーーニニーー制制度度

をを活活用用ししたた専専門門家家派派遣遣１１件件がが実実施施さされれたた。。

２２））信信用用金金庫庫かかららのの再再構構築築補補助助金金支支援援のの診診断断士士紹紹介介

三三島島信信金金、、ししずずおおかか焼焼津津信信金金、、静静清清信信金金かかららのの紹紹介介依依頼頼あありり、、希希望望会会員員をを募募集集しし、、名名簿簿をを

各各信信金金にに提提示示ししたた。。

（（３３））自自治治体体やや関関連連団団体体かかららのの受受託託事事業業

１１））静静 岡岡 県県

①①ＢＢＣＣＰＰ緊緊急急普普及及促促進進事事業業受受託託

■■静静岡岡県県ＢＢＣＣＰＰ策策定定セセミミナナーー

・・静静岡岡会会場場 月月 日日 月月 ：： ～～ ：：

ビビネネスストト ７７ＦＦ ににててハハイイブブリリッッドド開開催催 参参加加者者：： 人人

静静岡岡県県事事業業継継続続計計画画モモデデルルププラランン「「第第 版版」」ののポポイインントトををわわかかりりややすすくく紹紹介介ししたた。。

■■ＢＢＣＣＰＰ個個別別相相談談会会のの開開催催（（主主にに商商工工会会議議所所、、商商工工会会ににてて））

会会場場 実実施施回回数数 相相談談件件数数 相相談談員員派派遣遣 延延べべ人人数数

商商工工会会議議所所 回回 件件

名名商商工工会会 回回 件件

浜浜松松イイノノベベーーシショョ

ンンセセンンタターー

回回 １１件件

合合計計 件件 件件 人人

２２））静静 岡岡 市市

①①静静岡岡市市茶茶業業振振興興協協議議会会受受託託事事業業

年年 月月のの台台風風 号号のの影影響響でで工工場場がが被被害害をを受受けけたたたためめにに、、工工場場のの復復旧旧ががででききてていいなな

いいたためめにに事事業業はは中中止止ととななっったた。。

３３ 静静岡岡商商工工会会議議所所

①①「「事事業業環環境境変変化化対対応応型型支支援援事事業業」」等等受受託託
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主主にに静静岡岡商商工工会会議議所所のの会会員員にに対対ししててココロロナナ関関連連でで補補助助金金やや助助成成金金等等のの相相談談対対応応

相相談談員員をを公公募募ししたた会会員員診診断断士士にに依依頼頼

・・場場所所：：静静岡岡商商工工会会議議所所内内

・・期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日 相相談談員員：： 名名対対応応

そそのの後後もも延延長長さされれ、、更更にに 年年度度もも事事業業継継続続ととななっったた。。

・・延延長長：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日 相相談談員員：： 年年 月月末末ままでではは 名名対対応応

４４））浜浜松松商商工工会会議議所所

①①「「事事業業環環境境変変化化対対応応型型支支援援事事業業」」等等受受託託

主主にに浜浜松松商商工工会会議議所所のの会会員員にに対対ししててココロロナナ関関連連でで補補助助金金やや助助成成金金等等のの相相談談対対応応

相相談談員員をを公公募募ししたた会会員員診診断断士士等等にに依依頼頼

・・場場所所：：浜浜松松商商工工会会議議所所内内

・・期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日 相相談談員員 名名対対応応 途途中中かからら４４名名対対応応

そそのの後後もも延延長長さされれ、、更更にに 年年度度もも事事業業継継続続ととななっったた。。

・・延延長長：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日 相相談談員員：： 年年 月月末末ままでではは 名名対対応応

５５））静静岡岡県県生生活活衛衛生生営営業業指指導導セセンンタターー

「「生生衛衛業業経経営営支支援援緊緊急急対対策策事事業業」」をを受受託託しし、、訪訪問問相相談談をを行行うう相相談談員員をを公公募募しし地地区区別別にに登登録録

ししたた（（東東部部：： 名名、、中中部部：： 人人、、西西部部：： 人人））。。派派遣遣要要請請ののああっったた事事業業者者にに対対ししてて延延べべ

人人派派遣遣ししたた。。

・・場場所所：：各各事事業業者者へへのの訪訪問問及及びびメメーールルにによよるる経経営営相相談談

①① 訪訪問問・・・・・・・・・・・・・・２２３３件件

②② メメーールル対対応応・・・・・・・・ ２２件件

・・期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

６６））ししずずおおかか焼焼津津信信用用金金庫庫系系（（ももののづづくくりり管管理理者者養養成成講講座座事事務務局局））（（２２００２２４４年年度度ににかかけけてて））

ももののづづくくりり管管理理者者養養成成講講座座のの講講師師依依頼頼をを受受託託しし、、会会員員診診断断士士４４名名にに依依頼頼

・・場場所所：：焼焼津津 ににてて

・・期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日ままでで

２２．．５５ そそのの他他（（会会議議等等））

（（１１））総総 会会

年年 月月 日日にに、、集集合合ととオオンンラライインン（（ ））ででのの総総会会をを行行っったた。。

ハハイイブブリリッッドド出出席席 名名、、委委任任状状提提出出 名名、、計計 名名 在在籍籍者者 名名 。。

ななおお、、議議事事録録もも監監事事及及びび会会長長がが署署名名しし保保存存。。
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（（２２））理理事事会会（（役役員員会会））

理理事事、、監監事事及及びび顧顧問問でで構構成成すするる理理事事会会をを次次ののととおおりり開開催催しし、、年年間間のの事事業業のの円円滑滑なな遂遂行行にに努努

めめたた。。ななおお、、議議事事録録もも監監事事及及びび会会長長がが署署名名しし保保存存。。

①① 月月 日日②② 月月 日日③③ 月月 日日④④ 月月 日日⑤⑤ 月月 日日⑥⑥ 月月 日日⑦⑦ 月月 日日

（（３３））常常任任理理事事会会

会会長長、、副副会会長長、、常常任任理理事事及及びび顧顧問問でで構構成成すするる常常任任理理事事会会をを次次ののととおおりり開開催催しし、、当当面面のの事事業業

のの円円滑滑なな遂遂行行にに努努めめたた。。ままたたココンンセセンンササススをを得得るるたためめ臨臨時時のの常常任任理理事事会会もも多多くく開開催催ししたた。。

①① 月月 日日②② 月月 日日③③ 月月 日日④④ 月月 日日⑤⑤ 月月 日日⑥⑥ 月月 日日

（（４４））オオンンラライインン（（ ））会会議議等等のの推推進進

ココロロナナ感感染染拡拡大大防防止止ののたためめ、、上上記記会会議議やや役役員員等等打打合合せせ、、研研修修等等はは、、オオンンラライインン（（ ））

ままたたははハハイイブブリリッッドドでで行行ううここととをを促促進進ししたた。。ここのの結結果果、、役役員員関関連連のの交交通通費費がが削削減減さされれたた。。

（（５５））協協会会事事務務局局

協協会会事事務務局局はは、、年年末末年年始始・・祝祝日日等等をを除除くく平平日日のの 時時かからら 時時頃頃のの間間受受付付対対応応をを行行っったた。。

年年 月月 日日かかららはは 年年 月月 日日ままでではは、、交交替替でで役役員員がが担担当当すするるよよううににししたた。。

極極力力、、事事務務局局のの対対応応ががででききるるよよううにに 年年 月月 日日かからら、、平平日日はは女女性性職職員員にに半半日日（（午午

後後））おお願願いいすするるよよううににななっったた。。
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令和5年4月1日から令和6年3月31日まで
（金額単位：円）

　　　　備備　　　　　　　　　　　　　　　　考考

（１）経常収益

　基本財産受取利息 0 0

　受取会費・入会金 10,479,050 10,479,050 10,190,000 10,190,000 年会費・入会金等

　研修事業収入 324,410 324,410 570,000 570,000 実務ポイント研修・企業内診断士研修

　認定支援機関収入 3,466,982 3,466,982 3,520,000 3,520,000 経営改善計画（405事業）等

　専門家派遣収入 49,500 49,500 0 信用保証協会等

　更新研修収入 2,658,600 2,658,600 2,835,000 2,835,000 更新研修受講料

　その他受託事業収益 20,389,680 20,389,680 13,572,000 13,572,000
静岡県、浜松・静岡商議所相談、衛生センター
しずおか焼津信金　等

　雑収益受取利息 29 77 106 0

　その他雑収益 14,914 14,914 0

経常収益　計 10,818,403 26,564,839 37,383,242 10,760,000 19,927,000 30,687,000

（２）経常費用

①事　業　費

　診断協会連合会費等 2,876,535 2,876,535 2,875,000 2,875,000 本部会費等

　研修事業費 811,063 811,063 1,110,000 1,110,000
セミナー・実務ポイント研修・企業内診断士研修・
研究会支援等

　広報事業費 271,165 271,165 380,000 380,000 広報、HP

　診断士の日イベント事業費 124,290 124,290 100,000 100,000 講師謝金等

　認定支援機関事業費 3,018,984 3,018,984 3,168,000 3,168,000 経営改善計画（405）謝金等（トレーニー事業）

　専門家派遣事業費 0 0 0

　更新研修事業費 2,156,112 2,156,112 2,535,000 2,535,000 更新研修事業費、残金本部返納

　その他受託事業費 17,267,023 17,267,023 11,792,000 11,792,000
静岡県、浜松・静岡商議所相談、衛生センター
しずおか焼津信金　等

　県協会事業費 754,939 754,939 360,000 360,000 総会、理事会、各種会議開催・参加等、PR他

　租税公課 720,800 720,800 750,000 750,000 消費税

事業費小計 4,837,992 23,162,919 28,000,911 4,825,000 18,245,000 23,070,000

②管　理　費 （管理費の予算は合計のみ表示）

　役員報酬 162,058 397,942 560,000 410,000 役員報酬規程による

　給料手当 955,219 2,345,569 3,300,788 3,600,000 事務局業務給与、理事業務手当

　法定福利費＋福利厚生費 5,000 12,286 17,286 120,000 社会保険料・通勤費・慶弔費

　交際費 0 0 0 0

　会議費 465 1,149 1,614 0 事務関係会議

　旅費交通費 123,102 302,288 425,390 807,000 リモート進み減少傾向

　通信費 184,248 452,432 636,680 402,000 電話代、プロバイダー代等

　消耗品費 33,233 81,612 114,845 302,000 事務局使用消耗品等

　水道光熱費 15,965 39,210 55,175 50,000 ペガサート電気代等

　支払手数料 211,672 519,773 731,445 587,000 会計業務委託、振込・ﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ振込手数料等

　地代家賃 336,052 825,188 1,161,240 1,319,000 ペガサート3F賃貸料・共益費

　リース料 44,049 108,171 152,220 136,000 コピー複合機等

　保険料 10,856 26,664 37,520 37,000 損害賠償保険料・火災保険料

　租税公課 4 11 15 50,000

　雑　　　費 8,911 21,889 30,800 56,000 上記に該当しない諸経費、予備費

管理費小計 2,090,834 5,134,184 7,225,018 7,876,000

経常費用　計 6,928,826 28,297,103 35,225,929 30,946,000

当期経常増減額 3,889,577 △ 1,732,264 2,157,313 △ 259,000

前期損益修正 △ 418,000 △ 418,000

法人住民税 71,000 71,000 71,000 均等分

当期正味財産増減額 3,889,577 △ 2,221,264 1,668,313 △ 330,000

一般正味財産期首残高 12,204,194 12,204,194

一般正味財産期末残高 13,872,507 11,874,194

公 益 事 業 収 益 事 業 合合 計計

第第１１号号議議案案

  一一般般社社団団法法人人静静岡岡県県中中小小企企業業診診断断士士協協会会  令令和和４４年年度度収収支支決決算算（（正正味味財財産産増増減減計計算算書書））

令令 和和 55 年年 度度 決決 算算 額額 令令 和和 55 年年 度度 予予 算算 額額

公 益 事 業 収 益 事 業 合合 計計
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（単位：円）
科       目 当年度 前年度 増    減

Ⅰ　資産の部  
　１．流動資産
　　　　現　　金 36,361 34,399 1,962
　　　　預　　金 ( 11,427,479 ) ( 8,074,833 ) ( 3,352,646 )
　　　　　当座預金 0 0 0
　　　　　普通預金 11,353,049 8,074,833 3,278,216
　　　　　定期預金 0 0 0
　　　　　振替口座 74,430 0 74,430
　　　　貯蔵品 255,000 300,000 △ 45,000
　　　　未収金 5,192,550 6,499,740 △ 1,307,190
　　　　前払費用 16,320 22,360 △ 6,040
　　　　　流動資産合計 16,927,710 14,931,332 1,996,378
　２．固定資産  
　　　　(1) 基本財産 0 0 0
　　　　　　　　　基本財産合計 0 0 0
　　　　(2) 特定資産
　　　　　　　　　特定資産合計 0 0 0
　　　　(3) その他固定資産
　　　　　　　差入敷金・保証金 553,400 553,400 0
　　　　　　　什器備品 0 0 0
　　　　　　　　　その他固定資産合計 553,400 553,400 0
　　　　　　　　　固定資産合計 553,400 553,400 0
　　　　　　　　　資産合計 17,481,110 15,484,732 1,996,378

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　　未払費用 1,906,550 2,423,720 △ 517,170
　　　　預り源泉税・所得税 613,720 785,818 △ 172,098
　　　　前受金 1,017,333 1,017,333
　　　　未払住民税 71,000 71,000 0
　　　　　　　　　流動負債合計 3,608,603 3,280,538 328,065
　２．固定負債
　　　　　　　　　固定負債合計 0 0 0
　　　　　　　　　負債合計 3,608,603 3,280,538 328,065
Ⅲ　正味財産の部
　１．一般正味財産 ( 13,872,507 ) ( 12,204,194 ) ( 1,668,313 )
　　　　(うち基本財産への充当額) 0 0 0
　　　　(うち特定資産への充当額) 0 0 0
　２．指定正味財産 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )
　　　　　正味財産合計 13,872,507 12,204,194 1,668,313
　　　　　負債及び正味財産合計 17,481,110 15,484,732 1,996,378

一一般般社社団団法法人人静静岡岡県県中中小小企企業業診診断断士士協協会会　　貸貸借借対対照照表表
令和６年３月３１日現在
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  　　　　　　　　　　財財　　　　　　産産　　　　　　目目　　　　　　録録

一般社団法人静岡県中小企業診断士協会 （単位　：　円）

　　　　　　　　摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要 　　　金　　　額

（資　産　の　部）

Ⅰ　流　動　資　産 16,927,710

①現　　　金 （手元有高） 36,361

②普通預金（静岡銀行本店） 6,237,972

③普通預金（静岡銀行本店）収益口座 4,867,793

④普通預金（しずおか焼津信用金庫） 247,284

⑤郵便振替会費口座 73,000

⑥郵便振替更新研修口座 1,430

⑦郵便振替更新保険口座 0

（診断士バッチ@3000円×85個） 255,000

⑨未　収　金 （県BCP受託、商工会議所相談員謝金等） 5,192,550

⑩前　払　費　用　 （総会・理事会会場費） 16,320

Ⅱ　固　定　資　産 553,400

⑪差入敷金・保証金 （事務所敷金） 553,400

　　　　　　　　　　　　　　資　　　　産　　　　合　　　　計 17,481,110

（負　債　の　部）

Ⅰ　流　動　負　債 2,923,883

①未　払　費　用 （確定消費税・診断士報酬・役員報酬等） 1,906,550

②前　受　金 （405事業・年会費・入会金） 1,017,333

③預　り　金 （源泉所得税・所得税） 613,720

④未払住民税 （法人住民税） 71,000

　　　　　　　　　　　　　　負　　　　債　　　　合　　　　計 3,608,603

　　　　　　　　　　　　　　差　　引　　正　　味　　資　　産 13,872,507

⑧貯　蔵　品

 　　　　　　　令和６年３月３１日現在
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計計　　算算　　書書　　類類　　にに　　対対　　すす　　るる　　注注　　記記

１．重要な会計方針

 資金の範囲について

 資金の範囲には、流動資産、固定資産及び流動負債を含めている。
 なお、当期末残高は、下記２の記載のとおりである。

 消費税経理は税込み経理

２．次期繰越収支差額の内容は、次の通りである。

科　　　　目 当期末残高（単位：円）

現　　金 36,361

普通預金（静岡銀行） 6,237,972

普通預金（静岡銀行） 4,867,793

　〃　（静岡焼津信金） 247,284

郵便振替会費口座 73,000

郵便振替更新研修口座 1,430

郵便振替更新保険口座 0

貯　蔵　品 255,000

未　収　金 5,192,550

前　払　費　用 16,320

敷金・差入保証金 553,400

　以上　資産合計 17,481,110

未　払　費　用 1,906,550

前　受　金 1,017,333

預　り　金 613,720

未　払　住　民　税 71,000

　以上　負債合計 3,608,603

次次期期繰繰越越収収支支差差額額 13,872,507
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第第３３号号議議案案  

２２００２２４４年年度度（（令令和和６６年年度度）） 事事 業業 計計 画画 （（案案））

  
１１．．基基本本方方針針及及びび重重点点事事項項

１１－－１１ 基基本本方方針針

令和 年度は、新型コロナの第 類の移行を受けて、各業界ともようやく落ち着きを取り戻しつ

つあります。最近では多くの国からインバウンドの客が多く来日されるようになりました。しかも観光

先巡りや爆買いから変わって、体験型の観光や自分の趣味の商品を買い求めるように大きく変化し

てきています。今後、中小企業にとっても、需要を創造し、自らの商品を開発し、市場に打っていく

姿勢が問われるようになってきました。

従前は、企業への投資対象として、売上や有形固定資産の大小で投資されていたのです。最近

では無形固定資産つまり人的資本が求められるようになってきました。この指標が 投資の評価

です。 とは環境（ や社会（ 及びガバナンス（ です。現在、

投資を行っている企業と、まったく人的資本に投資しない企業とでは大きな差がでてくると思われま

す。なぜなら有形固定資産は生産するための設備でたくさんモノを生産して売り上げで稼ぐので

す。しかし需要変動の多い時代では社員の知恵（人的資本）で稼ぐ必要があるのです。環境や社

会への配慮を行いつつ、新たな創造を生む事が求められています。知恵によって差別化技術を用

いて、従来にない商品やサービスを開発・販売することができます。

このような複雑な経営環境の中で、中小企業や小規模事業者は、人的資本が少ない状況

です。大手企業でも新卒採用難の時代になってきました。特に中小企業や小規模事業者は

新卒の採用が非常に厳しい状況です。また、中途採用やシルバーでも採用が厳しくなって

きています。

このため、中小企業や小規模事業者が活性化できるように政府の施策を最大限活用しつ

つ、ＤＸ化を用いた事務の効率化やロボット化を用いた革新的な生産改革等の要求が高く

なってきています。中小企業者や小規模事業者に、これらの技術を紹介、支援するのが、

われわれ中小企業診断士の役目と思われます。

昨年度の「攻めへの拡大展開」から今年度は個々事業者へのきめ細かな支援活動として

「人的資本への支援」を図りたいと思います。

また、当協会内の「人的資本の充実」も重要な課題です。そのために、企業内診断士を

含む会員のスキル向上、また会員満足の向上にいままで以上に力を注いでいきます。
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１１－－２２．．協協会会事事業業・・活活動動のの基基本本的的なな目目的的

目目 的的

①①政政府府のの中中小小企企業業やや小小規規模模事事業業者者にに対対すするる施施策策がが広広くく効効率率よよくく、、中中小小企企業業にに行行ききわわたたるる

よよううにに、、ササポポーートトすするる。。

②②中中小小企企業業支支援援機機関関・・経経済済団団体体・・金金融融機機関関・・行行政政・・そそのの他他支支援援機機関関とと、、よよりり一一層層のの連連携携

性性をを強強めめ、、中中小小企企業業やや小小規規模模事事業業者者ををササポポーートトししてていいくく。。

③③中中小小企企業業やや小小規規模模事事業業者者へへのの経経営営課課題題のの解解決決すするるたためめにに迅迅速速ににササポポーートトすするる。。

④④会会員員（（ププロロココンン及及びび企企業業内内診診断断士士））へへのの支支援援をを強強化化しし、、満満足足度度をを向向上上ささせせるる。。

１１－－３３．． 年年度度事事業業・・活活動動のの重重点点項項目目

年年度度のの活活動動をを含含めめたた重重点点項項目目はは下下記記ののととおおりりでですす。。

（（１１））一一般般社社団団法法人人中中小小企企業業診診断断協協会会（（本本部部））とと静静岡岡県県協協会会ととのの連連携携をを強強化化すするる。。

政府の施策

中小企業への施策

中小企業・小規模事業者

中小企業診断士

よよりり一一層層のの支支援援・・フフォォロローーアアッッププ

中小企業・小規模事業者への支援

中小企業支援機関

新規ビジネス開発

会員に提供

ススキキルルアアッッププ研研修修

開発 

会員間の交流

ＰＲ活動

認知度向上

力量向上
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（（２２））政政府府のの中中小小企企業業施施策策にに関関ししてて、、県県内内のの中中小小企企業業やや小小規規模模事事業業者者へへのの普普及及ややササポポーートト

をを積積極極的的にに行行うう。。

（（３３））静静岡岡県県やや県県内内各各市市町町及及びび中中小小企企業業支支援援機機関関、、信信用用保保証証協協会会、、金金融融機機関関ととのの連連携携ををよよ

りり一一層層強強化化しし、、会会員員のの活活動動範範囲囲をを広広めめるる。。

（（４４））認認定定支支援援機機関関ととししてて、、協協会会をを通通じじたた４４００５５事事業業をを、、「「経経営営改改善善業業務務をを診診断断士士育育成成のの場場

ととすするる」」「「協協会会のの収収益益事事業業のの柱柱ににすするる」」ここととをを目目的的ととしし、、事事業業をを継継続続・・発発展展ささせせるる。。

（（５５））今今後後、、予予想想さされれるる南南海海トトララフフ地地震震やや感感染染症症のの影影響響をを最最小小化化ささせせるるたためめにに、、中中小小企企業業

及及びび福福祉祉事事業業者者やや農農業業事事業業者者等等にに対対すするる事事業業継継続続計計画画（（ＢＢＣＣＰＰ））のの支支援援をを行行うう。

（（６６））各各士士業業ととのの情情報報交交換換とと連連携携をを積積極極的的にに図図りり、、相相互互にに信信頼頼ををアアッッププささせせるる。。

（（７７））国国とと県県及及びび市市やや関関連連機機関関ののかかららのの診診断断関関連連業業務務受受託託にによよるる会会員員のの診診断断実実務務をを伸伸ばば

すす。。

（（８８））広広報報活活動動のの強強化化にによよりり、、当当県県協協会会のの知知名名度度をを高高めめるるたためめにに情情報報発発信信をを積積極極的的にに行行

うう。。

（（９９））中中小小企企業業診診断断士士のの力力量量向向上上にに向向けけたた会会員員向向けけ研研修修会会をを行行うう。。

（（１１００））会会員員のの満満足足度度向向上上ののたためめ、、新新たたなな施施策策をを講講じじるる。。

２２．．具具体体的的なな事事業業・・活活動動・・実実施施事事項項

２２－－１１．．公公 益益 事事 業業

（（１１）） 会会 員員 関関 係係

１１））入入会会促促進進  
年 月 日現在の会員数 名に対し、 年 月 日の会員数目標を 名と

して入会促進活動を実施する。

支援機関、更新研修参加の非会員等に対し、当県協会のＰＲ活動を行う。 
２２））資資格格更更新新支支援援  

年度中の資格更新手続き者に対し、更新手続きの支援を行う。該当会員には、事前予

告など早期準備を促進する。

３３））慶慶 弔弔  
会員の慶弔に対し、規定による慶弔金及び見舞金の支給を行う。 



− 32 −

4 
 

 
４４））会会 費費                                                                

年会費納付案内にしたがい、6 月 30 日までに納入していただく。 
年会費未納者（延滞者）に対しては次のような対応をし、未納を防止する。 
① 11 月末日までの未納者に対しては、督促状を送付する。 
② 3 月 20 日までの未納者に対しては、退会扱いとする。 
③ 退会扱いとなっても、定款第 10 条の規定により、会費の納付義務は免れない。 
【納付されるまで請求（督促）を行う】 

５５））中中小小企企業業診診断断士士賠賠償償保保険険集集団団加加入入  
協会の所定の事業に担当診断士として関わる会員には、標記保険に加入していただく 
こととします。 

６６））引引きき続続きき、、ココンンププラライイアアンンススのの徹徹底底  
７７））会会員員へへのの情情報報提提供供ととししてて、、メメーーリリンンググリリスストトでで本本部部やや官官公公庁庁かからら届届いいたた情情報報をを適適宜宜転転送送  

（（２２）） 一一般般社社団団法法人人中中小小企企業業診診断断協協会会（（本本部部・・他他都都県県協協会会））ととのの連連携携  
１）１人あたりの会費の内、 人まで 円、 人以上 円を本部会費として

納付する。

２）南関東ブロックの都県協会との連携を図る。（会議・セミナー）

３）診断士手帳は、本部から買い取り、時期が来たら会員全員に配布する。

４）本部の情報システムの利用・活用促進を実施する。

①マイページの活用 ②メルマガ（企業診断トピックス）の登録促進

５）その他、本部からの要請事項にも協力していくとともに、相談にも応じていただく

 
（（３３）） 研研 修修 事事 業業

１１））会会員員向向けけセセミミナナーー・・研研修修  
会員の希望やニーズに応じ、また当面の事業内容に必要な、スキルアップ研修・セミナー

を実施する。  
① 開催回数・時期：３回を予定 
② 開催方法：リアルまたはハイブリッド研修 
③ 講師：会員または外部講師 

 
２２））実実務務ポポイインントト支支援援  

企企業業内内診診断断士士等等のの実実務務ポポイインントト取取得得支支援援ののたためめにに、、「「実実務務ポポイインントト相相談談室室（（仮仮））」」をを設設置置。。  
以以下下ののよよううなな様様々々ななススタタイイルルででのの支支援援（（現現在在検検討討中中））をを通通じじてて、、会会員員のの資資格格更更新新ををササポポーー

トトすするる。。  
①① 研研究究会会をを通通じじたた、、実実務務ポポイインントトのの取取得得支支援援  
②② ププロロココンンのの顧顧問問先先紹紹介介にによよるる、、実実務務ポポイインントト取取得得支支援援  
③③ 経経営営相相談談窓窓口口等等のの派派遣遣にによよるる、、実実務務ポポイインントト取取得得支支援援  
④④ ププロロボボノノ活活動動ななどどのの参参加加にによよるる、、実実務務ポポイインントト取取得得支支援援  
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３３））企企業業内内診診断断士士研研修修・・交交流流  
企業内診断士会員に対し、広く交流と研修の場を設定することで、有意義な企業内診断

士のネットワーク構築を目的として実施する。 
その推進集団として、企業内診断士研究会の活動を支援する。 
①開催予定：年間数回開催、少なくとも 2025 年 2 月の土曜日など１回はイベント開催 
②開催方法：オンラインまたはハイブリッド開催 
③内容：情報交換会、会員企業内診断士どうしが専門分野の講師になった勉強会や、 

他協会のプロコン会員や熱心に活動している企業内診断士集団の代表、 
その他企業内診断士会員のニーズに基づく外部講師を招いての講演など 

 
４４））ププロロボボノノ活活動動  

上記企業内診断士の活動の中で、有志から強い希望があり、条件などが整って本部から 
の承認が得られれば、別途（企業内診断士研究会の分科会的位置づけとする）、４名程度 
でチームを立ち上げて、自主的にプロボノ活動に対応する。また複数チーム可能とする。 
目的は、社会（中小企業）貢献と結果としての企業内診断士の診断スキルアップである。 
当県協会（企業内診断士事業担当理事、事務局等）は、チームから求められれば、相談 
対応などの支援を行うこととする。 

※プロボノ活動とは本部補助事業で、中小企業支援機関（商工会議所、商工会等）からの 
紹介企業に対し、企業内診断士がチームで、募集・選定した会員プロコン講師の支援の

もとに 3 日間の診断実習を行い、結果的に実務ポイントも得られる。 
 

５５））研研究究会会活活動動促促進進、、支支援援（（現現在在 ：：各各研研究究会会のの計計画画はは後後述述））

会員の自主的な研究会活動を促進し、診断士としてのスキルアップや知識拡大、また

研究会活動を通じての中小企業支援を図る。研究会の会員どうしの交流・連携も醸成し

ていく。 
当県協会の研究会規程により公認された研究会で、規程の助成金支給要件に合致する

場合は、１回以上開催した月（ただし１回会員３名以上参加）× 円（税込）の助

成金を年度末に支給する。

当協会研究会規程第 条による（助成金支給の）公認要件。

① 研究会の会員は、協会会員が５名以上である。

② 研究会の会員のうち、協会会員の割合が概ね 割以上である。

③ 代表者は当協会会員である。

ななおお、、一一般般社社団団法法人人中中小小企企業業診診断断協協会会のの「「調調査査研研究究事事業業」」ななどどにに応応募募希希望望すするる研研究究会会のの支支   
援援もも行行っってていいくく。。

  
  
（４） 各各中中小小企企業業支支援援組組織織・・団団体体・・金金融融機機関関ととのの連連携携 

１１））静静 岡岡 県県  
静岡県の中小企業施策の普及に会員ともども協力をする。 
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２２））静静 岡岡 市市  

①①ＢＢ--ｎｎｅｅｓｓｔｔ窓窓口口相相談談員員  
静岡市中小企業支援センターが毎週月曜日から金曜日まで開設している経営相談コーナ

ーへ会員を派遣する。土曜日も要請があれば派遣する。本年度一部相談員が交代予定の

ため交代会員を募集・選考し、 事務局へ推薦する。

②②静静岡岡市市女女性性活活躍躍推推進進協協議議会会  
静岡市女性活躍推進協議会委員として会議に出席し、事業の推進に協力する。 

③その他静岡市の中小企業施策の普及に会員ともども協力をする。 
 
３３））静静岡岡市市以以外外のの自自治治体体ににつついいててもも、、要要請請ががああれればば素素早早くく対対応応すするる  

 
４４））公公益益財財団団法法人人静静岡岡県県産産業業振振興興財財団団  

①①経経営営相相談談ココーーナナーー（（実実務務ポポイインントト対対象象））  
公益財団法人静岡県産業振興財団が毎週水曜日に開設している経営相談コーナー（静岡県

産業経済会館 階）に会員を派遣する。 
②②専専門門家家派派遣遣事事業業  
会員に対し、専門家派遣事業への登録を促進し、事業の効果的遂行に協力する。 
各案件については財団から登録診断士へ直接依頼・打診される。 
 

５５））静静岡岡県県中中小小企企業業活活性性化化協協議議会会（中小企業再生支援協議会と経営改善支援センターが統合） 
①同協議会主催の全体会議や認定支援機関向けの行事に出席し、情報交換等を行う。 
②認定支援機関として、４０５事業等の円滑な推進に協力する。 

 
６６））静静岡岡商商工工会会議議所所・・浜浜松松商商工工会会議議所所そそのの他他商商工工会会議議所所

①各会議所と関係会員との連携を促進し、専門家派遣などにも協力していく。 
②2023 年に継続して静岡商工会議所並びに浜松商工会議所では 2024 年 4 月 1 日～2025 年 

1 月末まで相談員の事業を継続する。  
③事業協力の要請があれば、鋭意対応していく（収益事業化）。 

 
７７））静静岡岡県県商商工工会会連連合合会会  

①小規模企業ビジネスパワーアップ支援事業等 専門家派遣事業協力 
会員に対し、専門家としての登録を促進し、事業の効果的遂行に協力する。 

②小規模企業持続化補助金普及協力 
「小規模事業者持続化補助金（小規模事業者支援パッケージ事業）」の普及及び審査員と

して協力する。 
  
８８））静静岡岡県県中中小小企企業業団団体体中中央央会会  

①ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金 
「ものづくり･商業･サービス生産性向上促進補助金」の普及及び審査員として協力する。 



− 35 −

7 
 

②大会等への出席 
「中小企業団体静岡県大会」等にコロナの状況に応じて出席または協賛する。 

③専門家の派遣 
派遣依頼あれば、会員を専門家として紹介し、事業の効果的遂行に協力する。 

  
９９））静静岡岡県県生生活活衛衛生生営営業業指指導導セセンンタターー  

①①生生活活衛衛生生関関係係中中小小事事業業者者支支援援ののたためめ、、連連携携をを強強化化ししてていいくく。。

年度も訪問相談員を実施することになった。

②また、事業協力要請があれば対応していく（収益事業化）。 
 
１１００））静静岡岡県県事事業業承承継継・・引引継継ぎぎ支支援援セセンンタターー  

静岡県事業承継ネットワーク構成員として、「静岡県事業承継・引き継ぎ支援センタ

ー」活動に協力する。

  
１１１１））公公益益財財団団法法人人静静岡岡県県農農業業振振興興公公社社（（静静岡岡県県農農業業経経営営相相談談所所））  

会員に対し、静岡県農業経営相談所が実施している専門家派遣事業への専門家登録を、

公社の事業遂行に即した形で促進するため、会員への情報提供など協力する。 
各案件については公社から登録診断士へ直接依頼等される。 

 
１１２２））金金 融融 機機 関関 等等  

①①相相談談員員派派遣遣  
「しんきんビジネスマッチング」が開催され、経営相談コーナー相談員（若干名）の 
要請あれば対応し派遣する（実務ポイント対象）。 

②②講講師師ままたたはは専専門門家家派派遣遣  
金融機関から講師等の依頼があった場合は、会員に対し公募・推薦する。 
金融機関から報酬を収受した会員は、所定の分を協会に事務手数料として納付する 

（収益事業化）。 
③③日日本本政政策策金金融融公公庫庫  

令和元年 10 月に締結した「中小企業の事業継続計画（BCP）策定支援に関する覚書」

による連携事項の推進を図る。 
④④ 静静岡岡県県信信用用保保証証協協会会  

連携して中小企業支援を行えるよう、新規会員の紹介等、積極的な情報交換などを行っ

て行く。 
  
１１３３））経経済済団団体体訪訪問問  

新人会員又は希望会員に対し、経済団体訪問を実施する。 
訪問先と協議・調整しながら、可能であれば、静岡県産業経済会館内の経済団体（静岡県

商工会連合会、静岡県中小企業団体中央会、静岡県産業振興財団、他）を協会役員等引率

のもと、新入会員や希望者等で訪問し、情報交換などを行う。 
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１１４４））静静岡岡県県専専門門事事業業者者団団体体連連絡絡協協議議会会へへのの参参加加  

静岡県専門事業者団体連絡協議会は、構成団体間（行政書士、宅地建物取引士、土地家屋

調査士、税理士、社会保険労務士、中小企業診断士）の密接な連携により、その共通する

事業を行い、中小企業を連携して支援することや地域社会の発展並びに公共福祉の増進

に貢献するとともに、相互の発展と親睦を図ることを目的としている。 
2024 年 7 月の協議会には、役員レベルで対応する。 
また、2024 年 11 月 30 日（土）に「くらしの無料合同相談会」が開催される予定で、 
２名の会員を相談員として公募し派遣する予定（実務ポイント対象）。 

 
１１５５））日日本本弁弁理理士士会会東東海海支支部部ととのの意意見見交交換換会会  

弁理士会と中小企業の知的財産権問題や経営革新計画に関して連携・協力するため、役員 
レベルで意見交換会を開催予定。 

  
１１６６））富富士士市市地地域域産産業業支支援援セセンンタターー（（ＢＢ パパレレッットトふふじじ））ととのの連連携携

企業内診断士や新人プロコンの相談対応

Ｂ パレットふじで月 回（診断士の特設相談日）を設けてもらい、相談対応する。

年 月～ 年 月の予定で実施する。

相談対応は中小企業診断士 名に対し富士市の職員またはよろずコーディネータ、商工会

議所の経営相談員、トーマツ職員等が同席し、実務ポイントが付与される。

１１７７））南南関関東東ブブロロッックク会会議議

南関東ブロック会議を当県協会の当番で行う。日時は 年 月頃を予定。

１１８８））そそのの他他のの連連携携  
その他の連携案件あった場合には、理事会で協議し、対応を決定していく。 

  
  
（（５５））広広 報報 事事 業業

  
１１））広広報報誌誌のの発発行行  

①診断士広報しずおか 号」を 年 月発行予定（ 部）

・更新研修で会員及び研修参加の非会員にも配布し、県協会への入会を勧奨。

・中小企業診断士の日事業の詳細等について告知。

②「診断士広報しずおか 号」を 年 月発行予定（ 部）

・診断士の日イベントその他の協会の活動状況を伝える。

上述の連携機関や団体にも配布する。

会員や研究会からの各種原稿も募集強化する。そのため、（当事業担当者の増員など原稿募

集、編集体制を強化する。
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２２））ホホーームムペペーージジのの改改修修  
・県協会のホームページを充実させるために、改修する。 
・会員の情報をお知らせし、ビジネス展開につなげる。 
・当協会について広報すべき内容を随時更新し掲載する。 

 
３３））ママススココミミのの活活用用  
・新聞等マスコミ記事掲載等を利用して、中小企業診断士制度の普及を図る。 
・行政や経済団体、金融機関との連携事業など、露出を期待する。 

 
４４））県県協協会会パパンンフフレレッットトのの活活用用  
・協会案内を活用し、外部との接触機会を利用して、ＰＲ活動を強化する。

  
（（６６））「「中中小小企企業業診診断断士士のの日日」」事事業業  

平成 28 年度に制定された 11 月 4 日の「中小企業診断士の日」イベントとして、 
「静岡県中小企業診断士フェスタ２０２４」などを開催する。（全国の協会一斉事業） 
中小企業診断士の知名度向上と活動を周知するとともに、地域中小企業に貢献できるような 
事業を行う。 
① 開催日時 ：2024 年 11 月上・中旬 
② 開催方法 ：リアルまたはハイブリッドによって実施する。 
③ 内容や講師：今後会員の皆様のご意見も伺いながら、担当理事や理事会中心に企画する。 

会員の皆様には当日参加や事業者・支援機関への などご協力よろしく

お願いいたします。

２２－－２２．．理理論論政政策策更更新新研研修修

本年度における理論政策更新研修（中小企業庁から本部経由での受託事業だが、収支差は

本部へ返納するので厳密には当協会の収益は発生しない）は、静岡会場 2 回、浜松会場１回、

合計 3 回の開催とする。日程は次のとおり予定する。 
（第 回）２０２４年９月 ７日（土）静岡労政会館 ５階ホール（テーマ ， ， ）

（第２回）２０２４年９月２１日（土）アクトシティ浜松 コングレスセンター 会議室

（テーマ ， ， ）

（第３回）２０２４年１０月５日（土）静岡労政会館 ５階ホール（テーマ ， 、 ）

 
テテーーママはは下下記記ののととおおりりでですす。。会会場場にによよっっててテテーーママがが異異ななりりまますす。。ごご注注意意くくだだささいい。。  
テーマ 「新しい中小企業政策」

テーマ 「中小企業の人材戦略支援」

テーマ 「中小企業のイノベーション活動支援」

テーマ 「中小企業の事業承継」

受講定員：各会場 人予定
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【更新研修実施方法】

・いずれもリアルのみで行う。

・後日、更新研修開催案内は改めて発表するが、一般社団法人中小企業診断協会（連合会本部）

のホームページから申込みのみの扱いとする。またネット申込方法の案内を適切に行う。

・会員受付は、一般より 週間先行して、２０２４年７月１６日（火）から行う予定。

２２－－３３．．収収 益益 事事 業業

  
（（１１））経経営営革革新新等等支支援援機機関関（（認認定定支支援援機機関関））活活用用

  
１１））経経営営改改善善計計画画作作成成事事業業（（４４００５５事事業業））  

経営革新等支援機関として、「経営改善計画」の策定を受託する。 
・金融機関等からの依頼があった場合は、会員からの公募により、担当者を推薦し、決定す

る。ただし、金融機関がトレーナー・トレーニー制度での希望の場合は、診断士協会にて

担当するトレーナー、トレーニー診断士を決定する。実施担当者に決定した会員は、静岡

県中小企業活性化協議会への報告等、事務処理まで含め遂行していただく。（協会事務局業

務は会長印捺印と謝金の精算・支払のみ） 
・静岡県中小企業診断士協会を認定支援機関の担当者として活用する場合は（会員からの持

ち込み案件）、原則としてその会員を実施当者として、静岡県中小企業活性化協議会への報

告等、事務処理まで含め遂行していただく。（協会事務局業務は会長印捺印と謝金の精算・

支払のみ） 
・事務手数料として計画策定・モニタリングの報酬に対する所定の額を受け入れる。 
・なお、実施・進捗記録管理は事務局で行う。 
 

２２））早早期期経経営営改改善善計計画画作作成成事事業業（（ポポススココロロ））  
経営革新等支援機関として、「早期経営改善計画」の策定を受託する。 
以下は、４０５事業と同様の取り扱いとする。 

 
３３））上上記記１１））２２））のの推推進進にに関関ししトトレレーーナナーー・・トトレレーーニニーー制制度度もも活活用用  

トレーナー・トレーニー制度の運用を継続・発展するとともに、支援機関に PR を実施して、 
  トレーニー診断士が受注できる案件の獲得を図る。なお、新新規規参参加加希希望望会会員員はは、、随随時時募募集集しし

てていいくく。。トトレレーーニニーー診診断断士士ををタターーゲゲッットトととししたた有有料料ののセセミミナナーー、、研研修修会会等等をを企企画画ししてていいくく。。

（（２２））専専 門門 家家 派派 遣遣

  
１１））静静岡岡県県信信用用保保証証協協会会  

静岡県信用保証協会の専門家派遣事業について専門家の推薦依頼を受けた場合対応する。 
・会員に対し担当希望者を公募する。 
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・会員からの申込書を受領し、推薦委員会（常任理事等で構成）により、推薦者を内定し、 
信用保証協会に推薦する。信用保証協会と協議して決定することもある。 

・専門家派遣事業終了後、完了報告の写しを協会（事務局）に提出いただき、所定の事務手 
数料を受け入れる。 

 ・トレーナー・トレーニー制度も活用して行うこともある。 
 
２２））金金融融機機関関（（地地方方銀銀行行、、信信用用金金庫庫））  

金融機関への専門家・講師派遣については以下とする。 
・原則として希望する会員を公募する。 
・推薦委員会（常任理事等で構成）により、推薦者を内定し推薦するか、または応募者名簿を

依頼金融機関に提示し決めていただく。 
状況に応じ協会側と依頼金融機関で協議して決めることもある。 

・専門家または講師派遣事業終了後、担当者は協会（事務局）へ完了報告をしていただき、 
担当会員から所定の事務手数料を受け入れる。 

 
３３））中中小小企企業業支支援援機機関関  

その他中小企業支援機関からの専門家派遣要請あれば、理事会または緊急であれば常任理事 
会の議を経て速やかに対応する。 

（（３３））受受 託託 事事 業業

 
１１））静静岡岡県県かかららのの受受託託事事業業 

静静岡岡県県かかららはは、、中中小小企企業業等等収収益益力力向向上上事事業業費費補補助助金金のの審審査査事事業業（（予予定定））、、ままたたＢＢＣＣＰＰ等等のの事事

業業要要請請ああれればば、、理理事事会会ままたたはは緊緊急急ででああれればば常常任任理理事事会会のの議議をを経経てて対対応応ししてていいくく。。  
 
２２））静静岡岡市市かかららのの受受託託事事業業 

静岡市から事業要請あれば、理事会または緊急であれば常任理事会の議を経て対応していく。 
 
３３））静静岡岡県県生生活活衛衛生生営営業業指指導導セセンンタターーかかららのの受受託託事事業業 

静岡県生活衛生営業指導センターから、生活衛生事業者の現場での経営支援に関する事業の 
依頼が予定されており、理事会または緊急であれば常任理事会の議を経て対応していく。 
■■ 年年度度にに実実施施ししたた訪訪問問相相談談事事業業をを 年年度度もも実実施施ししまますす。。

４４））静静岡岡商商工工会会議議所所のの窓窓口口相相談談事事業業（（事事業業環環境境変変化化対対応応型型支支援援事事業業））  
昨年度に続き継続実施 
①①事事業業環環境境変変化化対対応応型型支支援援事事業業のの相相談談員員ととししてて 22002244 年年 44 月月 11 日日～～22002255 年年 11 月月末末ままでで静静

岡岡支支所所でで会会員員がが対対応応すするる。。  
 
５５））浜浜松松商商工工会会議議所所のの窓窓口口相相談談事事業業（（事事業業環環境境変変化化対対応応型型支支援援事事業業））  

昨年度に続き継続実施する。
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①事業環境変化対応型支援事業の相談員として 年 月 日～ 年 月末まで会員

が対応する。

②課題設定型フォローアップ事業として、商工会議所の経営指導員３名に対して、プロボ

ノスタイルで会員 名が対応する（ 年実施予定）。

６６））ししずずおおかか焼焼津津信信用用金金庫庫系系ももののづづくくりり管管理理者者研研修修講講師師派派遣遣事事業業  
４名の講師の派遣を継続の予定であるが、依頼者（同事業事務局）と協議し推進する。 

・場所：しずおか焼津信用金庫および にて

・期間： 年 月～ 年 月修了式（予定）まで

 
７７））食食ププロロ育育成成事事業業  

神奈川県診断士協会と連携し、食プロ育成の事業をおこなっていく。 
 

８８））そそのの他他受受託託事事業業  
①国・県・自治体等の競争入札について、その事業内容を精査し、当協会の事業拡大・ 
収益向上につながる事業については、入札参加を検討する。 

②中小企業支援機関等からの要請があれば、理事会、緊急であれば常任理事会で協議・検討し 
受託する。 
 
 
 

２２－－４４．．事事業業推推進進体体制制のの整整備備

  
（（１１）） 協協会会事事務務局局  

  協会事務局の受付時間はホームページでご案内します。 
      受付時間外は、原則として留守番電話及びメールで対応します。 
 
（（２２））事事務務局局業業務務おおよよびび理理事事のの各各事事業業業業務務ののシシスステテムム化化ををささららにに推推進進  

事務局業務全般や理事の各事業業務のシステム化・効率化をさらに図り、将来に向け業務

の標準化を図る。（当協会 BCP とも連動） 
収益事業受託に当っては、事務業務含む推進体制を計画した上で受託契約する。また、一部 
外部委託することがある場合は、十分に協議し、具体的な契約を締結した上で外注する。 

  
（（３３））協協会会業業務務全全般般ののデデジジタタルル化化のの推推進進  

当県協会の事務を 化導入していく。導入している「サイボウズ」システムを活用し、

役員間の情報共有や共通様式化、スムーズな決裁の流れなどをさらに推進する。

 
（（４４））当当協協会会 BBCCPP のの整整備備  

昨年度、着手した当協会 BCP を、事務局機能の維持なども含めさらに具体化して整備し、  
  機能できるものとする。 
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（（５５））理理事事会会（（役役員員会会）） 

定款において定められた理事会を、期間中に６回程度開催し（会長が招集）、定款で定め

られた業務や当協会の実務に関する意思決定を行い、事業の円滑な遂行を図る。監事及び相

談役の同席を求める。議事録には監事が署名する。会長が議長を務め、会長は、サポート役

として事務局員および必要な参考人を招致することもできる。 
オンライン開催または併用での開催も可能とし、情報提供ツールとして役員宛メール、サイ

ボウズも活用する。 
  
（（６６））常常任任理理事事会会  

常任理事会は、理事会の付託を受け、理事会へ上程する案件や内容のとりまとめ、また緊

急性を要し、理事会開催では間に合わない場合などの対応を決定するために会長が招集する

ものである。会長、副会長・専務理事（以上定款役職）と常任理事および事務局長（協議・

決定内容を直接事務局も把握・処理するため会長からの要請で出席）で構成し、会務の円滑

な遂行のため、必要に応じ随時開催する。会長はサポート役として事務局員その他必要な参

考人を招致することもできる。 
オンライン開催または併用での開催も可能とし、情報提供ツールとして役員宛メール、サ

イボウズも活用する。 
 

（（７７））本本議議案案にに記記載載ななきき事事項項のの対対応応  
本議案に記載なき事項が発生した場合は、理事会また急を要する場合には常任理事会にて

協議し、対応する。 
 
 

以上  
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令令和和６６年年４４月月１１日日かからら令令和和７７年年３３月月３３１１日日ままでで
（金額単位：千円）

　　　　備備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考考

　　（（ささららにに明明細細はは、、明明細細表表備備考考参参照照））

（１）経常収益

　基本財産受取利息

　受取会費・入会金 会費・入会金

　研修事業収入
セミナー・実務ポイント・企業内診断士研修・
研究会支援等

　認定支援機関収入 経営改善計画（４０５・ポスコロ事業）等

　専門家派遣収入 再構築等補助金支援、信用保証協会等

　更新研修収入 更新研修受講料

　その他受託事業収益
静岡県、浜松・静岡商議所相談、生衛ｾﾝﾀｰ
しずおか焼津信金　他

　雑収益受取利息

　その他雑収益

経常収益　計

（２）経常費用

①事　業　費

　診断協会連合会費等 本部会費

　研修事業費
セミナー・実務ポイント支援・企業内診断士研修・
研究会支援等

　広報事業費 広報、HP（決算は県協会事業費に含む）

　診断士の日イベント事業費 講師謝金等

　認定支援機関事業費 経営改善計画（４０５）謝金等（ﾄﾚｰﾆｰ事業）

　専門家派遣事業費 専門家謝金等（未確定は計上せず）

　更新研修事業費 更新研修事業費、残金本部返納

　その他受託事業費
静岡県、浜松・静岡商議所相談、生衛ｾﾝﾀｰ
しずおか焼津信金　他

　県協会事業費 総会、理事会、各種会議開催・参加等、PR他

　租税公課 消費税

事業費小計

②管　理　費 （（管管理理費費のの予予算算はは合合算算でで表表示示））

　役員報酬 役員報酬規程による

　給料手当 事務局業務給与、理事業務手当

　法定福利＋福利厚生費 社会保険料・通勤費・慶弔費

　交際費

　会議費 事務関係会議

　旅費交通費 リモート進み減少傾向

　通信費

　消耗品費 事務用品

　水道光熱費

　支払手数料 会計業務委託、振込・ネットバンキング手数料

　地代家賃 ペガサート3階事務所家賃

　リース料 コピ－複合機等

　保険料 損害賠償保険料、火災保険料

　租税公課 契約書印紙

　雑　　　費 上記に該当しない諸経費、予備費

管理費小計

経常費用　計

当期経常増減額 △△  11,,773322

前期損益修正 △△  441188 △△  441188 前年度分損益修正

法人住民税 均等分

当期正味財産増減額 △△  22,,222211

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

※※令令和和66年年度度のの収収益益はは受受注注がが決決定定ししたたももののだだけけをを計計上上ししたた。。

第第４４号号議議案案

※　収入の増加については、理事会決議を必要としない。
※　その他受託事業については、事業の実施（収支予算）を理事会決議で認める。
※　科目間の流用は、理事会決議で認める。
※　次年度の４月１日から総会までの支出については、今年度に準じて執行することを認める。

  一一般般社社団団法法人人静静岡岡県県中中小小企企業業診診断断士士協協会会　　令令和和６６年年度度収収支支（（正正味味財財産産増増減減計計算算書書））予予算算((案案））

令令 和和 ６６ 年年 度度 予予 算算 額額 令令 和和 ５５ 年年 度度 決決 算算 額額

公 益 事 業 収 益 事 業 合合 計計 公 益 事 業 収 益 事 業 合合 計計
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（単位：千円）

収入額（Ａ） 支出額（Ｂ） 差引（Ａ）－（Ｂ）

（１） 受取会費・入会金 43,000×250人(231人＋新人会19人：加入時期0.5年で計算）＋入会金30,000円×19人予定

（２） 診断協会連合会費 △△  22,,996655 10,000×100人＋15,000円×131人、４月１日本部連絡会員数231

（１） 会員向けセミナー・研修 △△  115500 １回当り（講師40、会場費5、その他5）×３回分

（２） 実務ポイント支援 △△  550000 実務ポイント支援

（３） 企業内診断士研修・交流 △△  4477 研修会１回（講師20、会場費5）、交流会1回（会議費10）、資料等12

（４） プロボノ活動支援
希望あり本部承認されたら2回実施
（収入）本部補助金（支出）専門家、交通費、会議費等

（５） 研究会活動 △△  330000 10研究会×平均10回×１回3,000円

３ 相談員派遣事業 （１） 各種相談コーナーへの会員派遣 △△  1100

（１） 広報誌 △△  115500 １回当り75（印刷費、事務費、郵送費）×２回予定

（２） ホームページ（情報システム費） △△  336644 ホームページ管理264、ホームページ改訂100（開発費500）

５ 診断士の日イベント （１） 診断士の日事業 △△  112200 講師料80、会場費6、会議費その他14

（１） 南関東ブロック会議 △△  5500 他に本部補助あり

（２） 静岡県専門事業者団体連絡協議会 △△  5599 年会費20、相談会負担金20、会議参加負担金10、相談者・会議参加者旅費10

（３） 日本弁理士会東海支部 △△  3355 5名分、参加者負担金、旅費

（４） 接待交際費 △△  113300 中央会大会協賛金他

（５） 総会・理事会・常任理事会 △△  550000 総会、常任理事会、理事会関係費

（１） 経営改善計画作成 所定手数料差引協会へ

（２） プレ経営改善計画作成

（3） 経営改善計画講習 所定手数料差引協会へ

（１） 静岡県信用保証協会 所定手数料協会へ

（２） 地方銀行

（３） 信用金庫

（４） その他支援機関

（１） 更新研修 450人×6300円、内人件費520（内事務局員340）、会場、講師、備品、残金は本部支払、約30万本部戻りあり

（２） 行　　政 静岡県関係未定

（３） その他

浜松商工会議所相談事業8,177（1/31まで）、伴走支援180
静岡商工会議所相談事業4,928（1/31まで）

生活衛生営業指導センター
しずおか焼津信金528
日本青年会議所1,140
食プロ講座880

租税公課（消費税） △△  770000

（１） 役員報酬 役員報酬規程による

（２） 給与・手当 事務員、事務局長・事務局担当理事、理事業務手当

（３） 福利厚生費 社会保険料、通勤費、慶弔費

（４） 会議費

（５） 旅費交通費

（６） 通信費 電話料、サイボウズ187、レンタルサーバー24、ドメイン・その他

（７） 消耗品費 事務用品

（８） 水道光熱費

（９） 支払手数料 会計業務委託、振込手数料、ネットバンキング手数料

（10） 地代家賃 ペガサート3階事務所家賃

（11） リース料 コピ－複合機等

（12） 保険料 損害賠償保険料、火災保険料

（13） 租税公課 契約書印紙

（14） 雑　　費 上記に該当しない諸経費、予備費

△△  88,,552299

未確定な収益事業は計上していない。計上できればその分赤字は減少する事事　　業業　　収収　　支支　　　　　　　　合合　　計計

収収益益事事業業　　　　　　小小　　計計

１
事務局費
（一般管理費）

事事務務局局費費　　　　　　小小　　計計

公公益益事事業業　　　　　　小小　　計計

１ 認定支援機関

２ 専門家派遣

３ 受託事業

１ 会費・入会金

２ 研修事業

４ 広報事業

６ 県協会事業費

令令和和６６年年度度　　予予算算書書（（明明細細表表））
一般社団法人　静岡県中小企業診断士協会

中分類 細分類
令令和和６６年年度度予予算算

備　　　　考




